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≧豊麗黒 も 冨 ～，

　　　　　

◆健全な生産基盤の維持・確保

　　　　　

・アグリサポート事業の展開

　　　　　　　　　

・生産農家なら誰でも参加できる一括販売

　

自社．ｉ『

　　　　　

◆幅広い担い手の確保・育成

　　　　　　

・市内量販店と提携した直販事業・イショッ

　　

豪 語

　　　　　　

・Ｕターン農業者・女性農業者・新規就農者等

　　　

ノの展開

　　　　　　　　　　

因騒ぎ圭一

　　　　　　

の担い手 育成講座

　　　　　　　　　　　　　　

◆地産地消の風土づくり

　　　

◆生産力の持続と向上

　　　　　　

・劃聾濁軽妙準 増 加の違携を
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一経営実態にあった営農指導

　　　　　　

，豊鱈謡蟹蟹鮭繁Ｚ；＆もの

　

炎函慾 態一

　　　　　

◆安心・安全の産地づくり
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・栽培記帳の完全実施・残留農薬検査・放射性
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◆地域農畜産物のブランド化

　　　

ニン 十

　　　　　　

物質自主検査
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◆ 横 浜 農 業のアピール

　　　

〆 瓢 純 域 振 興鏡「磯 部 ・ＪＡまっり、農業まっり、園芸フ▽・「横浜 農業の彩典」などのィベント
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実施や各種地域イベントへの参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆ 市 民との交 流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｆｉｘ糠で風土フェア、

　　　　　　　　　　　　　　　　

・地域の…朝際者、市則縄Ｂ閏はｒｈｋの交流

　

園 圏醗 ・鯨教育．花育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・食農教育マイスターによる食農教育活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・学校給食への地元食材供給（横浜市内すべての小学校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・花壇デザイン画コンテスト、地域花いっぱい運動などの 花青活動
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営農ヘルパー制度の取り組み

　　　

・平成２４年４月より活動開始
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・トラクターによる耕うんなど、農業機械によ
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る農菅「莱叉麦託さ実施。

　　　

・横浜市みどりアップ事業の補助を受け、

　　　

ＪＡ横浜でトラクター等の農業機械を取得

　　　

・平成２６年よりＪＡ横浜が保有する農機の一部を活用したリース事業開始

　　　

・１－．
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１・農機リースの需要に応え、新 １
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・利用料金の改定により、事業

利用をさらに促進する
・農機リースの需要に応え、新

たな農機を導入する



　

援農ボランティアの育成
・人手不足に悩む農家のサポートや、将来におけるＪＡを核とした農地管理を担う

　

人的資源を確保する
・平成２４年度から「農業体験講座」を実施。講座を通して人材を確保・養成し、農

　

業サポーター（新たな醐旦い手）として位置づける
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援 農 ボランティア制 度

援農ボランティア制度
（１）援農ボランティアとは
・組合員の営農支援（労働力補完）を目的とした、農作業の

　

手伝いをするボランティアのことで、准組合員を対象に育

　

成しています。
（２）「農業体験講座」の取り組み
・援農ボランティアへの入口となる「第３期農業体験講座」を

　

開催し、２７名が受講しました。
・都筑区の圃 場で、サツマイモ・落花生・キャベツ・ブロッコ

　

リー・レタスの栽培収穫体験を実施しました。
・修了生のうち、１７名が援農ボランティアとして活動するこ

　

とを希望 ２８年度より育成研修へ
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援 農 ボランティア 制 度

　

（３）講座修了生への育成研修

　　

・援農ボランティア登録者６１名（きた地区３５名・みなみ地区

　　

２６名）を対象に、都筑区・泉区の研修圃場で農作業実習

　　

（２６回）、援農活動を想定した農家のもとでの実地研修（２５

　　

回）を実施しました。また、消費者に収穫してもらう収穫体験

　　

イベントも開催しました。

　

（４）今後の取り組み

　　

・農家への援農活動を円滑に行えるよう制度の仕組みを構

　　

築するとともに、援農ボランティアの自立を目指した育成を

　　

行 います。

　　

・ＪＡの遊休農地管理の一環として、援農ボランティアを動員

　　

ノた農作物の栽培を実施し、ＪＡによる６次産業化を具体化

　　

してまいります。
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１圏副 抜本対策こ向けて
●アグリサポートデスクによる対応
・農地に関する相談、営農相談は農家個々の事情に応じたきめ細かな対応を要する
・農地の制度や税制問題を十分に理解したうえで、個別に農地の管理プランを提案

　　　　

・行政と連携し、貸し短い農家から借り短い農家へ、農地

　　　　　

の流動化を促進

・市民農園なこの提案によ‘１農地の有効利用をはかる

そ監護躍騒擾凝議くコ綴喜」
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農地等に関する相談対応

相談件数
・平成２３年１月より農地等に関する相談業務を開始し、これまでに３１３
件の相談が寄せられました。（３／３１現在） 相談内容の分類は、以下
の通りです。（利用権設定５２件）
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謄 地を貸したい・売りたい
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１３１
国地を借りたい・買いたい

　　　　　　　　　

６２

匝地管理・農業経営に関
－
する相談
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３０
雁地の法令・制度に関する相談
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市 民 農 園 に した い
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組 合 員 加 入 した い

　　　　　　　　　　　　

：
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相続・契約等に関する相談

　　　　　　

｝

　　

７

‐
人 手 が ほしい
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アグリサポート相談件数

　

３１０件

　

※平成２７年２月現在



ＪＡ横浜の自己改革につい（

　

「農業所得増大」

　　

に向けた自己改革主要事項の考え方
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．

　　　　　　　

田妄フェアの細耀

　　　　　　　　　　　　　　　　

の実堂（准組合員尊）

　　　　　

　　

　　　　　

　　

　　

　

　　　　

　
　　　

　　

　 　

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ生屋履１ＩＥ帽支鎖システムの音及

　　

－，

　

共港公・品坪会の国催，

　　　　

　 　 　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　

　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６

　　　　　　　　　　

ＪＡ横 浜

　

６次 産 業 化 実 績
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－
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ＪＡ横 浜

　

６次 産 業 化 実 績
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‐
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，

選／峯霊園墓．

　　

糊熟慮騨騨鼠；臨
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．］

　

，
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１

　　　　　　　　　　

．

　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　

、

　　　　　　　　

”

　　

ベ
ー

　

キ．轟き”

　　　　

－ －ーー

　

逮 語 調

　

瞬き籍轡響，．

　

ｉ亀 ふむ戸＼，
ごみ暑か

ぎ一ダ
ｒ敬

一総

　　

薄罪磐誓ノｉＥ

，総 評′一考；瀞メリー謹選魯晶キミ

　

▼
ふ署 雀！総

矧ぎ琴線－ 〆
でき，藻繕：ゑ

　

齢 醍 醐

一
連ぎ一難撰 組 段

、

　　

＼ 謝に

　

≠悪 ニーコ

　　

◆
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〆ごメタザ
ｒ
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ｒ

　　　　

農業所得増大に向けてのＪＡ横浜自己改革案

　

３．自己改革案の骨子

　

（１）農業支援強化に取り組むための体制づくりをする。

　　

①本店業務機構の整備 （２８年４月）

　　　　　　　　　　　　　　　　

営農経済関係の機構改革

　　　　　　　　　

「 営

　

農

　

課１

　　

１”１６霞

　

＾

　　

－

　　　

ー営

　

農

　

部←

　　　　　　　　　　　　　

→担 い 手 課１

　　　　　　　　　　

一 塵業振興課１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 営 農 支 援 課１

　　

，“ 綱
二 懸 餐 ぬ１営震経済部←→経 済 課１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１店 舗 運 営 課－

　　　　　　　

→営農経済センター－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

』販

　

売

　

課ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　

１販

　

売

　

部 ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一店顛ｉ黛推進細ｌ

ｌｏ



　　

子愈』”＝行．’る警食丈１‐，
１

　

ノ、拷鵜の署趨０好め・

　

Ｉ

　　

アグリサボ・ト；貧１；お１ブる

『ｉ裁と連憎した負地俳報の－元化

　

ＪＡ間御矧による質問仕入れ

　

，

　

メルか卜の鯨細噛化，１Ｉ

　　

バイヤー専任人材の爽１１，

生産コスト

低減対策
ほ量裟惨１：応じた渉外話偽の裏隅１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２／２，

　　

「 取組み項目

　

≧
．

　

ｉ

　

戦

　

略

　

－
－

　　

ｒ 実践方策

　

き

　　

… 付随する取組み

　

－

　　　　　　　　　　

十 鞘 Ｍ窟，鰯＊ －

　

－蜘収蹴．

　　　　　　

躍 繍 給 十

　

ｒ

　　　　　　

貧ー 励卿紫化

　　　　　　　　　　　　　　　

”▲… ” ”－” ←

　

＝【所勅子醐化焼畑大

ド一策幣－－豊艶Ｅ認霊峰

　　　　

‐Ｊ 一 缶拡充十一 覇ず発露三：
バ盗 醐÷－

　

義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

恒常的な繍幅発信

　　　　　　　　　　

・

　　　　

［
－

　

、ーノ

　　

． 二
．

ト

　　　

広舶常の兄事．

　　

・ に

　　　　　　　　　　　　　

……．…“”’▼●ｒ’‘．・“一・．－－……… －－－－…－…．…．－

　　　　　　　　　　　　　　　　

報 酬 醐 ．，

　

潟

ー綴 →６懲盟トキ豪警斗 轟蓋

　

蓬

　　　　　　　

取組み．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（逗休騰愛の話用ね・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＡ衡湘こよる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６ｉ妃ｉｌ１化｛一の叩６１馨み

　　　　　　　　　　　　　

ｆｉ枕との這嫌鐘化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

噺額紺野を含む庄ｒ締印取鎮み），

　　　　　　　　　　

侠ｉｌのぁ隅，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６次重薫化文ｊｌ■賓要壕の凌た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（行政・信這

　　　　　

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１１

　　

一尾飯高の収姐み強化“

　　

貧１６・ｌｎ“妬完封朱の紫化

直売所ハマフ子の適性化と高よロ大

ト買い取り販売の拡充・強化，

　　

賑萄捜ｉ‐＊による出鴇促進．

乱闘 激語，ｌ

　　　

杖立食の鷺用，

　

隻出口塩の膏豊０と宣物活用，

　　　

広””実の兄事

ＳＮｓなど甑た鯛岬ツール喬用ー

鮭 獅キャンペーンなどの＊

闘－““壷，ｆ

　　

専任夢溝・揖嘗１の益１，

　　

ＪＡｔ１派１：よろ鼠無．累警，

　　　

〔吠蟻嫉増壁と這１１）

　　

貧回１０工魅蛋等の蝕“

　　　

（遊休勝愛の活用‐Ｆ）“

　　

鵬政アドバイサ←を通じた

　　　

ｆｉ枕との這嫌鐘化

６次産業化等．
新規分野への〆

　

取組み．

　　　　

侠立傘のあ隅，

　

６次重薫化文ｊｌ■賓要壕の凌た

　　　

（行政・信這

　　　　　

一



　

横浜農業強化対策積立金・２億円の活用の考え方 （理事会で判断）

　

；

　

①担い手育成支援に関する新たな取り組み

　　　　　　

⑤営農支援強化に向けた新たな殴傭投資

　

②農業関連新規事業の開発・取り組みに関する支出

　　　

⑥地産地消の推進・宣伝に関する取り組み

　

③貸出用農業機械の料金低減に向けた取り組み

　　　　

⑦生度資材の販売価格低減に向けた取り組み
④６次産業化・農商工連携支捌こ関する取り組み

　　　

… 生産資材の売上げ値引きなき「

　　　　　　　　　　　　　　　

２千 万 円 の 範 囲 内 で 予 定

１ いマツ子」直売事業 売上高増加目裸 １１

　

販売力向上対策消費拡大対策

　

ー

　

地元農業ファンの獲得．拡大、 地産地消の推進

　　　　　　　　

ｆ

　　　

…

　

直売事業

　

売上高（平成２８年度）

　　　　　　　　　　　　　　　

ト

　

ー【’‘慧 紐
夢

　　　　　　

平成２７年度 １４億９千万円

　　

・ ‘

　　

′

　

・

　　

１ ６ 億 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

販売力向上 一生産・販売 量の拡大１

　

いマツ子」直売所 集荷量増加目標 －１

　　　　　　　

１

直売所への出荷促進のため販売量の増加対策の実施

　

ｔ禰‐＊ －もｒ

　

巨 細売上額平成２８年度）

　　　　　

平成２７年度

　

１１億７千万円

　　　

、

　　　　

， １２億５千万円

「ハマッ子」 直売所 米各石 瀬 無目標 １１

　

販売力向上対策－消費拡大対策

　

－

地元農業ファンの獲得‐拡大

　　　　　

を －－顧ー彰

　

ｉ 来客者数（平成２８年度）

　　　　　　　

平成２７年度 １６２万人

　　

．

　　　　

・

　　

１７０ 万 人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

販売力向上対策－消費拡大対策

１
靴墨誓駕 篭誓鼠誓一 馬 壷販路の開拓・拡キー

１

　　　　　　　　　　　　　

平成２７年度 ６ 似 千 円

　

擁－－一も．
・峯テロ横議選もｉ孝男筆写年度）

　

「至言出用農業機械料金の一部見直し ＝１ 生産コスト低減対策－設備費等の低減 １

　　　　

賞 －

　

＝管理機 （中耕用）

　　　

２，０００円

　

＝

　　　　　　

管理機 （中耕用）

　　　

１，０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，０００ 円

　　　　

豊曇１霊笠一手撃想う萱平用）ｇ電器裏１』キー闘お一鱈懇塾些ギ用）２皿ｏ円

　　　　

馨
り …スシキニナイフ” 硫関戸…ｒ ÷マメ スシに ”フ行′

　

２Ｑｏｏ円

　　　　　　　

＝ 動噴

　　　　　　　　　

２，０００円

　

＝

　　　　　　

動噴

　　　　　　　　

１，０００円

　　　　　　　　　

．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１

　　　

農業資金の支援強化

　　

…１ 営農支援の強化－農業経営基盤の掛ヒ １

　　　

ＪＡパンク神奈川一体となった取り組み

　

かながわ都市農業推進資金 … 保証料全額助成

　　　

（農業近代化資金・農地取得資金）

　　　

利子補給期間拡大

　

最大１０年へ延長

　

ＪＡ農機ハウスローン … ・・保証料全額助成

　　　　　　　　　　　　　　　　

利子補給１．０％・利子補給期間

　

全借入期間

　

アグリマイティー資金 … ・・保証料全額助成

　　　　　　　　　　　　　　　　

利子補給１‐０％・利子補給期間拡大

　

最大１０年へ延長

１２

畜産物の販売量増加目標 販売力向上一販路の開拓・拡充

買取品売上高

７億２．

生産コスト低減対策‐設備費等の低減

管理機 （中耕用）

　　　　

１，０００円
管理機（平畝用・高畝用）２，０００円
耕うん機 （テーラー）

　　

２，０００円
ハンマーナイ フモア

　　　

２，０００円

動噴

　　　　　　　　　　

１，０００円

管理機 （中耕用）

　　　　

２，０００円
管理機（平畝用・高畝用）３，０００円
耕うん機 （テーラー）

　　

３，０００円

ハンマーナイフモア

　　　

４，０００円
動噴

　　　　　　　　　　

２，０００円

かながわ都市農業推進資金 … 保証料全額助成
（農業近代化資金・農地取得資金）

　　　

利子補給期間拡大

　

最大１０年へ延長

ＪＡ農機ハウスローン … ・・保証料全額助成

　　　　　　　　　　　　　

利子補給１．０％・利子補給期間

　

全借入期間

アグリマイティー資金 … ・・保証料全額助成

　　　　　　　　　　　　　

利子補給１‐０％・利子補給期間拡大

　

最大１０年へ延長
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，長島諸璽鰯雲圭三態
１’烈鞍進喜け熱嘗塑墜」１電瀞 等 豪 農 姿
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ｉ害ｒ － －

．・ 聯 ．， －－ －

　

． 彰

　

「メルカート」の展開

　　　　　　　

一 ▲ ′て；掻髭 顔こ 画面； 遂、・、、

　

劃 臨楢－掴散”剥，

　　

ｉ 金一
ソ倶樫職竺′目－唇三平 １

一宇嘘字－ー
＝響けｒ－」ｒｌを

ぜ
二荏ヌ化し声ｇ一層１／｛ｒ“ｙ

　

ｌ
．呂農技術願問営農相談員の雇用

　

１ 二営農肉蚤顧み創設

　　　　　

１
‐営農人材の養成

　　　　　

言 ．営農、生産購買を兼ねた専任営農イン１
・営農インストラクターの任命

　　　　

！

　

ストラクターの地区センター配置

　　　

！

経済アシストの任命

　　　　

１ ．ＪＡグループと違携した人材育成 １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１３

●電子図１Ｆ館の導入

●〆ルカートにおける定期営農相談



積極的に担い手を確保・育成する
‐新規規就農者の集ぃＨ１５～

　　　　　

贈

　　　　

三－樽 灘

・女性農業者講座 Ｈ１８～
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ー～隻サル
＊～

　　　　　　　　　　　　　　　　　

．」を

　　

ｒ／、 ｑｒ
ｉー農業塾ＨＩ９年～２１年
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積み上げてきた廻 、手支援・営農支援

　　　　　　

多様な担い手支援策の実施

　　　

※－鵬埴費目：就膿－覇紹＝移鯨哀捻 出嚇観鴎鯛酬』ｗ助隅就繋
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」
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廃 棄 農 薬 の

　　

農業者賠償責任保

　　

生産履歴記帳支援システム

　　

チの回収・処分

　　

回収・処分

　　　　

険の加入推進

　　　

の導入と普及

　

； 鰹 鱈 ☆止緊急支援積立金の創国Ｈ ＪＡ横浜災害支援融資要項の設定「
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，
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実施場所 面積 品種 定植日 本数

緑区鴨居町 約１‐ｏａ ネオアース １１／２６ 約１５′００Ｄ本

泉区和泉町 約ｌｏａ ＯＫ黄 １１′１３ 約２０′０００本
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１ 調達先の選択．系統外仕入．相 駈り等 １

　　　　　　　　　　　　

内

　　　　　

容

　　　　

系統・系統外 企業名

　　　　　　　　　　　　　　　

経過等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

系統

　　　　　　　　

全農

　　　　　　

中里組合員紹介により、㈱オーシマ小野商事と交

　　　　　　　　　　

燐加安５５５（高度化成１５‐１５‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

渉、燐加安５５”高度化成１５▲１５▲１５）と同等品。仕

　　　　　　　　　　　　

１５）と同等品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入れ価格差一袋あたり△４６０円であることから、試

　　　　　　　　　　　

系統外

　

断 －シマ小野商事
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を交え検討中（培土）

　　　　　　

出荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

系統

　　　　　　　

共立紙器

　　　　　

ｒ′、マツ子ボードン袋」の廉価供姶を図る為、現仕

　　　　　　

資材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

系統

　　　　　　　

コバヤシ

　　　　　

を行っている。

　　

２０



　　　

平成２８年度

　

生産コスト低減対策

　

実績

　　　　　　　　　　　　　　　

重点品目による廉価供給実績（５月～６月：昨年比）

【肥

　

料〕

　

壇点品目４３品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平均単価

売上年月

　　　

数

　

埜

　　　　

売上高

　　　　

値引頓

　　　　

純売上額 仕入額

　　　　

粗利益顕

　　　　　

売価

　　　　　

仕入

平成２７年

　　　

１１，３６２

　　　

２３′６７５２９０

　　　

３４２０２２１

　　　

Ｚ０，Ｚ５５′０６９

　　

１７ＪＺ３，４１２

　　　

２９３１′も～ァ

　　　　　

Ｌ７８２

　　　　　

１さ２４

平成郊年

　　　

１２５５０

　　　

之５，～２７‘７９０

　　　

５４４８，１４０

　　　

２０′０７９′６～０

　　

１８′３３２４７４

　　　

１７４７，１ァ６．

　　　　

Ｌ５９９

　　　　　

１，４６０

前年対比

　　

１１０，４６％

　　　

１０７，Ｓ２％

　　　　

１５９，２９％

　　　　

９９，１３％

　　　　

１０５８２％

　　　　

５９，６０％

［農

　

薬】

　

総点品目名品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平均単価

売上年月

　　　

数

　

量

　　　　

売上高

　　　　

値引額

　　　　

純売上額

　　　　

仕入標 粗利益醍

　　　　　

売価

　　　　　

仕入

平成ｚ７年

　　　　

５，９４７

　　　　

１６ １７′９３０

　　　

４７～，１３４

　　　

１～，７４２′７９６

　　

１３′８４８′６３３．

　　

１，８９４，１６ま

　　　　　

２，６４７

　　　　　

Ｚｒ３Ｚ８

平成２８年

　　　

６′ＢＢＱ

　　　　

Ｉ９，６１００８０

　　　

Ｚ，４Ｚ５，３９５

　　　

１７，１８４，６８５

　　

１５，６４７，］８８

　　　

１，～３７４９７

　　　　

も４９７

　　　　　

Ｚ，２７４

前年対比

　　

］１５，６９％

　　　　

ＩＺ０，９２％

　　　　

５１０，４７％

　　　　

１０９，１６％

　　　　

１１乙９９％

　　　　

８１．１７％

【峻乗篇材】 重点品目４３品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平均単価

売上年月

　　　

歓 畳 売上高

　　　　

倣引醍

　　　　

純売上額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

仕入額 粗利益額

　　　　　

売価

　　　　　　

仕入

平成２７年

　　　　

２き８う

　　　　

７，３ュ７′３７０

　　　　

頃〕３，１８９

　　　　

６，９１４，ＩＳ１

　　　

２０も０３０

　　　　

７１３′１５１

　　　　　

乙６７６

　　　　　

Ｚ′４００

平成２８年

　　　　

２６８６

　　　　

８′００７，６４０

　　　

１，ＯＺ９，２〔１０

　　　

６，９７８，４４０

　　　

６，６０６，１４７

　　　　

３７２，Ｚ９３

　　　　　

Ｚ，５９８

　　　　　

２ｆ４５９

前年対比

　　

１０３，９９％

　　　

１０９．４３％

　　　　

Ｚ５５，２６％ １００，９３０６

　　　　

１０６．“％

　　　　

５２．雄鶏

［合

　

計１

　　　　

霊点品目全品｛肥料．農薬・農業資材｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平均単価

売上年月

　　　

数

　

量

　　　　

売上高

　　　　

値引輔

　　　　

純売上額

　　　　

仕入顕 粗利益額

　　　　　

売価

　　　　　

仕入

平成２７年

　　　

１９，８９２

　　　

４７２１０，５９０

　　　

４，Ｚ９８，５４４

　　　

４２，９ＩＺｒ０４６

　　　

３７，３７３′０７５

　　　

５，５３８，９７１

　　　　

２，１５７

　　　　　

１′８７８

平成川年

　　　

夏，１１６

　　　

５１１４～５１０

　　　

８９０も７３５

　　　

４４′２４Ｚ，７７５

　　　

４０，５８５，８０９

　　　

３，６５６，９６６

　　　　　

２．０００

　　　　　

１８３５

前年対比

　　

１１１，１８％

　　　

］ＩＺ，５７％

　　　

２０７，１１％

　　　

１０３．ＩＤ％

　　　

１０８．６０％

　　　　

６６，０２％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４０

闘
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ＪＡ横浜白己改革実施計画

　　

実施状況と課題

　　　

１．営農支援の強化

　　　

ｒ 担い手支援の強化

　

Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地区営農経済センターに営農インストラクター１２名配置

　　　　　

◎担い手への個別訪問

　　　　　　

６月末現在

　

２，７４６軒

　

（１人当たり

　

１２２～３６１軒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

認定農業者

　

２５９人全員訪問済 （７月末）

　　　　　

◎技術顧問との連携強化

　　　　　

毎月１回研修会開催

　

研修内容：病害虫情報、 各種栽培法等

　　　　　　

（営農関連知識向上）

　　　　　　

各部会立毛品評会、持寄品評会への参加 １２回

　

延べ秘名

　　　

１

　　　

ｏ検討事項

　　

－ －
キ

ーー
今後の対応

　　　　　　　

ョ

　　　　

於バン舛申奈川新規就農応援事業の活用

　

新規就農者リストに基づく営農イン ・ラクターの訪問活動

　　　　　

▲課

　

題
－ －一

１ｉ

　　

原

　

因

　　

ｉ１ 今後の対応

　　　　　

ｉ

　　　　　

訪問先選定の明確化

　　　

担い手情報の不足

　　　　

支店との連携強化・営農｛担い手）台帳の整備

　　　　　

インストラクター間の活動

　

インストラクターの活動の

　

インストラクターの行動管理基準の明確化

　　　　　

内容の差

　　　　　　　　

評価が不十分

　　　　　　

日報等のシステム化

　　　　

ｒ農業経営基盤の強化Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保証料全額助成・利子補給最大１．０％

　　　　　

◎農業資金融資の需要拡大

　　　

例） アグリマイティー資金

　

実質金利

　

０．４７５％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農機ハウスローン

　　　

実質金利

　

０，３％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６月末現在

　

３０件 ９４，７３０千円

　

膿員実行

　　　　　　　　　

。検討事項

　　　

” 今後の対応

　　　　　　　　

ｒ

　　　　　

農業資金需要の把握

　　　　　　　

資金需要喚起を促す資料の作成

　　　　　　　　　　　　　　

平成２８年８月２日

　

営農経済専門部会 ４３

２２



２．生産コスト低減対策

ｒ 生産資材廉価供給Ｊ
◎重点品目の値引

　　　

『破格値』 ・全農奨励金活用肥料４３品目・農薬４３品目・農業資材４３品目

　

５～６月期

　　　　　　

数

　　

量 （個）

　　　　　　　　

値

　

引

　

額 （円）

　　　　　　　　

平均単価 （円）

　　　　　　　　

平成２７年

　　　　

平成２８年

　　　　

平成２７年

　　　　

平成２８年 平成２７年

　　　　

平成２８年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　

　

　　　　

　 　

　

供給実績

　　　　　　　　　　　　

ー

　　　

た

　

－

　

ｍ一

　

一
＋

　　　

＝

　　　　　

１

　

　　 　　

　

　 　

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　　　

　

　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

姐８

　

収０

　　　　　　　　　　　　　　

・

　

薮

　

１

　　　　　

１

　　　　　

１

　　　　　

１

　　　　　

ー

　　　　　　

Ｉ

キ

　

Ｊ

　　　　　

Ｊ

　　　　　

Ｉ

　　　　　

Ｉ
農

　

材

　

１

　　　　　

１

　

肥

　　

料

　　　　　

１１，３６２

　　　　

１２，５５０

　　　

３，４２０，２２１

　　　

５，４４８，１４０

　　　　　

１，７８２

　　　　　

１，５９９

　

農

　　

薬

　　　　　　

５，９４７

　　　　　

６，８８０

　　　　

４７５，１３４

　　　

２，４２５，３９５

　　　　　

２，６４７

　　　　　

２，４９７

　

農業資材

　　　　　　

２，５８３

　　　　　

２，６８６

　　　　

４，０３，１８９

　　　

１，０２９，２仰

　　　　　

２，６７６

　　　　　

２，５９８

◎相見積りの実施

　　　

燐加安５５５、 油粕 （２０ｋｇ）、′、マツ子ボードン袋 において系統外業者も

　　　　　　　　　

含めた相見積りを実施

ｒ 設備費等の低減

　

Ｊ

◎農業機械貸出料金の引き下げ

　

６月末貸出実績

　

６８件（昨年同期

　

４０件）

◎新規農業機械の導入

　　　　　　

ひっぱりくん．播種セット

　

追加購入 （８台）

　　　　　　　　　　　　　

６月末賃 皇ー １０件

平成２８年８月２ＥＩ

　

営農経済専門部会

　　　　　　　

４４

３．販売力向ト対策

［？日産販売量の拡大、販路の開拓．拡充、消費拡大対策」

　

◎消費拡大対策

　　　　　　　　　

店舗での精肉 （豚肉） の全日販売

　　　　　　　　　　　　　　　

６月末実績

　

５，４３５万円

　

（前年同期

　

４，６４９万円）

　

◎外資系業務スーパーへの農産

　　

契約締結手続中

　

年間販売見込額

　

１，０００万円

　　

物供給

１
‐
ー一÷三顧検討期

　　

１Ｌ
－－ － －

　

今後の対応

　　

－

　

－】
÷ コ

生産農地への立看板設置

　　　　

１０月から設置

［
－－ 頭 骨－－

：
－
：
‐
ｉ「

　　

原 因

　

１上 今後の対応

　　　　

１

買取販売の拡大

　　　　　

販路の不足

　　　　　　　

直売所の午後の荷揃え、端境期への対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出荷者への生産奨励

４．６次産業化等新規分野への取り紙、み
ｒ組合員による６次産業化の促進」

◎加工品研修会の開催

　　　　　

１０月開催予定

　

以後６回開催

ｉ課 題［ コ

　　

辱一
国：：：土 今後の対応

　

コ
カ＝工品の適ｉ，；表示

　　　　

加工品表示に関する認

　　

食品衛生法研修会の開催（職．員．組合員）

　　　　　　　　　　

識 不 足

平成２８年８月２日

　

営農経済専門部会 ４５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２３



４．６次産業化等新規分野への取り組み

ｒ企業との連携による６次産業化の促進」

Ｌ
＾

　　

ｏ検討事項

　　

ー

一
ず１
ー ”

今後の対応

　　　　　　

デ

コーディネート機能の発挿

　　　　　

多品目少量配送実施に向けた出荷者の確保

　　　　　　　　　　　　　

集荷から最終需要者への効率的な流通の検討

コーディネート機能に関する知識

　　

外部講師による研修会の開催
習得（職員）

移動販売

　　　　　　　　　　　　

採算性確保を考慮Ｌた具体的展開方法の検討

ｒ

　

ＪＡ横浜アグリサポート事業と連携した６次産業化」
◎タマネギの試験栽培

　　　　

きた・みなみ圃場での収穫・直〕たご，……－－－”－－し（収穫量１２ｔ予定）

　　　　

ｏ検討１撃廼 －－ 一

．
ｈ

　　　　　　　　

今後の対応

多様な・手法による農地管理

　　　　

大豆の試験栽培を通じた農地管理手法多様化の検討

ＪＡによる農地管理

　　　　　　　　

ＪＡによる市民農園・体験農園管理業務の検討

」
▲課 題

－一
手 原

　

因

　　　　　　

今後の対応

　　　　

ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

援農ボランティアの拡充（マンパワーび不確保・増加）
遊休・荒廃農地増加懸念

　

担い手、後継者不足

　　　

援農ボランティアの自立への育成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緩農ボランティア登録数

　

６８名

　　　　　　　　　　

平成２８年８月２日

　

営農経済専門部会

　　　　　　　

４６

　　

５．ＪＡ横浜白戸，改革実施計画

　

数値目標

　　

訳マツ子」直 轄 業 売上高増加目標（百万円） １ 「 マツ子」直売所 集荷量増加目標（百万円） １

　　　　　　　

２，０００

　　　　　　

．，４９０

　　

１，６００

　　　　　　　　　　　　　

１，４００

　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，２００

　　　　　　　　　　　　　

・

　　

一一

　　

１獅 ÷ ÷ マ ー平虎降度
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６．その他

横浜農業強化対策積立金の活用
①担い手育成支援に関する新たな取り組み
②農業関連新規事業の開発・取り組みに関する支出

③貸出用農業機械の料金低減に向けた取り組み
④６次産業化・農商工連携支援に関する取り組み

⑤営農支援強化に向けた新たな設備投資
⑥地産地消の推進・宣伝に関する取り組み

⑦生産資材の販売価格低減に向けた取り組み

　　　　　　　　　　

平成２８年８月２日

　

営農経済専門部会

　　　　　　　

４８

　　　　

ＪＡ横浜自己改革実施計画

　　　

実 践 にあたっての課 題・問 題 点

　　　　

１

ｒ

き姿熟矩蒋
Ｌ

　　　　　　　　　

Ｊ

１． ５年後、 組合員に対し自己改革の成果を

　　

示すための明確な基準が必要となる。

２． 横浜農業強化対策積立金活用の方向性が

　　

示 せ て い な い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２５



， 項目別課題・問題点
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

１．営農支援の強化
①営農インストラクタ
・訪問対象とする担い手を過去履歴から抽出しているた

　

め、担当軒数が多くなり、さらに担当者ごとに差がある。
・現行では、訪問数のみで活動しているため情報収集が

　

できていない。
・地区営農経済センター（生産購買・生活購買の拠点）に

　

配属したため、既存業務と営農相談業務の切り分けが

　

できていない。
・営農インストラクターとしての役割が徹底できていない。
②営農相談人材の育成
・担い手（組合員）の求めている人材育成が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ．－′」

　　　

犠圃場鴫燥爆 期闘幽‐は瀞曲き

　

２．生産コスト低減対策

　

・生産資材の相見積りを実施するには取扱量が少なすぎ

　

る。

　

３．販売力向上対策

　

・具体的な数値目標は決まっているが、達成のための方策

　

が職員内で共有できていない。

　

・直売所における端境期対策の検討

　

４．６次産業化等新規分野への取り組み

　

・６次産業化プロジェクトの検討結果を基に進めるべき新た

　

な取り組みが明確に示せていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌノ‘
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准 組 合 員 関 係 につ いて

●准組合員対策の前提
・正組合員よりも取引拡大のため准組合員を優遇するような施策は行ってい

　

ない。逆に正組合員であることのメリット創出に苦労してきた。
・合併当初より、協同活動への参画する准組合員を把握准組合員として区別。
・当ＪＡは、既取引者に対し准組合員加入奨めてきた経緯があり、准組合員ア

　

ンケート結果に基づき、施策を検討してきた。（点から線へ取引拡大）
・農の応援団として准組合員による援農ボアランテイア制度についても、農協

　

改革が検討される前から、農業者の高齢化対策として「ＪＡ横浜アグリサポー

　

ト事業」の中で検討し、実行してきたものである。
・准組合員利用制限（正組合員利用額以下になる規制）は死活問題である。
・准組合員だけに対する施策はセミナーの開催、広報誌の発行程度である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

せ

　　　　　　　

准 組 合 員 関 係 に つ い て

問題は、准組合員利用制限導入回避に向けた正答がないこと
●農協改革が進む中での准組合員対策
・平成２７年度より正組合員以外の地域住民へのイベントについて、

　

准組合員に優先的に紹介（参加申込）
・准組合員対象の新たなイベントの展開
・支店において実施される「支店を拠り所とした事業」において、准

　

組合員を対象としたイベントの実施
・既存事業の充実（特に援農ボランティア制度の充実）

准組合員をパート」

　

として、

　　　

また、地域農業の応援団として関係強化を図る。
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農 水 省 の 考 え 方

信用・共済事業の将来像は、非常に厳しいものになる。
ＩＴの発展により「フインテック」のような新たな金融システム
の構築が進んでおり、日本も規制緩和が着々と進められ
る。今後、銀行や信金のような金融の仲介を行う事業者が
必要なくなる・つぶれる方向で進む。メガバンクでさえ対応
の動きは鈍く、生き残れるのかどうかわからない時代との
声がある。
ＪＡは、現在のように信用・共済に依存したままであれ
ば、近い将来危機的状況となる。農業関係事業で儲けな
ければならない。

　　　　　　　

農 水 省 の 考 え 方

農業生産法人の数が増えている。うち１／３は、１億円以

上の販売高を誇っているが、そうした農家は自分の農産物

のみならず周りの農家の農産物も販売して儲けを出してい
る。農協は、経済事業は赤字事業で設けるのは難しいと

目っているが、それは仕事の仕方が悪いだけだ。
農業者は、農協に販売力の強化や資材価格の引き下げ

を求めている。企業は、クレームにこたえることでビジネス

チャンスを見つける。農協も同様に、農業者の要望にこた

えねば、未来はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２９



　　　　　　　

農 水 省 の 考 え 方

日本農業の発展のために全農を変えなければならない。
国内のパイが減っていく中で、海外に正面から向き合って

いく必要。そうした大きな絵を措く中で、全農は農協法の枠

内にとどまってよいのか、という問題意識がある。そのため、
株式会社への転換を可能とした。今すぐ変わる必要はな

いが、器は作っておくということ。

　　　　　　　　　

農 水 省 の 考 え 方

　

信用事業は、他の金融業界と同様な規制が金融庁など求

　

められている中で、このままではもたない。１０年以上前のＪＡ

　

バンク法改正の際に、代理店化が可能となるよう仕組みを

　

作ってある。しかし、その際は手数料率が示されていなかっ

　

た。信用事業は経営への影響が大きいため、自ら信用事業

　

を行った際と同等に収益がもらえるよう明記をした。

　

共済事業は、既に代理店であり、共同引き受けだがリスク

　

は全共連が引き受けている。そのため、」Ａ段階の事務負担

　

をいかに減らすかが重要。それによる人的資源を経済事業

　

に移 す。
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農 水 省 の 考 え 方

そもそも准組合員の利用制限が出てきた背景は、担い

手農業者が、農協が農業に不熱心であり、農産物の売り

買いや資材の有利調達に力を入れていない、という声が

あること。営農経済事業よりも信用・共済事業を優先して

いること、准組合員を優先していること。だから、規制をす

べきなのではないか、という経過。
農業者の声にしっかりと答えていき、農協はノっかりやっ

ていると農業者から言われるのが、農協の正しい姿ではな

いか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６ニー
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農 水 省 の 考 え 方

ＪＡの生活・福祉・生きがいといった取組みを、どう評価す

るか。

そうした地域サービスをやってはいけないわけではない

が、あくまでＪＡは農協であり、地域協同組合を目指してい
るわけではない。まずは、農業に注力し、余裕があればそ

うした取り組みをやればよい。地域農業協同組合と．して
考えたいのであれば、生活協同組合になればいい。生協

の設置や組織が変更できるようになっている。

　　　　　　　　　

農 水 省 の 考 え 方

　　

准組の利用制限について

　　

農業振興をどう実現するかが全国的なテーマ。都市部に

　

おいても、農業以外の各種サービスは、周りに山ほどある。

　

それらを准組合員がＪＡを必要としているから、では説得力

　

がない。制限を避けるために」Ａができることは 一 正直な

　

いかもしれない。あくまで、全国の農協が農業振興に力を

　

入れているかが重要。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もｒ；
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農 水 省 の 考 え 方

○准組合員の利用規制は勘弁して欲しい。
う正組合員が納得する事業展開がされなければ、准組合
員規制となる。全国すべての農協が改革しないといけない。

ＯＪＡの大事な役割として地域貢献があるが
ラ別に」Ａがやらな〈てもよい。やりたければ生協や株式会
社になればよい。

○准組合員に対しアンケートを行うが

う勝手にやってください。国では、あえて准組合員への調
査を求めていない。あえて取り上げるのは、正・准の利用状
況程度。もしやるなら正組合員に准組合員は必要ですか、自
分たちにとって大事な存在か聞くほうがよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で４




